
ＪＴＢには旅館・ホテルとＪＴＢを結ぶわが国でも草分け的なネットワークシステムをもって
いました。メインフレームコンピュータ時代ですから大変な投資がかかりましたが、大手旅行会
社として優位性を保つ力になっていました。
ところがインターネットが発達し、例えば楽天が旅館と組んで旅行の情報と予約を扱うように
なり、プロバイダーがどんどんそういうことをできるようになると旅館・ホテルと結ぶネット
ワークの「情報」の部分はあまり価値がなくなりました。
一方で「決済」についてインターネット・プロバイダーは十分ではありません。インターネッ
トで予約したあとは現地で現払いです。このやりかたはグローバルスタンダードとは言えません
し、決済という点では旅館側にとってメリットがありません。
ＪＴＢは7年前にＪＴＢと付き合いのある旅館・ホテルを組織してＣ－ＲＥＸネットワークを
つくりました。これはＪＴＢのクレジットカード/デビッドカードの共同端末を旅館・ホテルに
設置し、そこでクレジット決済（またはキャッシュカード決済）をしてもらうというものです。
このＣ－ＲＥＸネットワークを背景に、サードパーティ・アクワイアリング・サービスを始め
ました。つまりこの端末を置く旅館・ホテルを集めて団体を組織、その団体を代表してＪＴＢが
クレジット会社に手数料を下げる交渉する。単独の旅館・ホテルではとても高いクレジットカー
ドの加盟店手数料が、この端末のネットワークに加わるとはかなり低く抑えられる。そのメリッ
トの中からＪＴＢは旅館・ホテルからは手数料をいただくというシステムです。
　実は米国ではこういうサードパーティの加盟店団体はたくさんあり、クレジットカード会社の
収益を圧迫しているという事実を十分につかんでいるので、日本のクレジット会社側は「絶対に
認めない」という姿勢でした。が、ＪＴＢの旅館・ホテルのネットワークが、5千店規模で加盟
店に加わるというメリットもあり、最後は認めてくれました。とはいえ、ＪＴＢが旅館・ホテル
以外にも端末ネットワークを広げようとするとそれは難しいでしょう。
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